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最近は弥生キャンパスも建て込んできたので ,

3号館屋上の緑青をふいた丸い ドームは ,遠 くか

らもよく見えて, 3号館を訪れる人の恰好の目印

となっている。

地上からではわからないが,屋上には ドームが

2棟とカマボコ型観測棟が 1棟 ,そ れにスライデ

ィングルーフを持つ小型建造物があって,反射望

遠鏡 2台 ,天頂儀 と子午儀が各 1台 ,そ してシー

ロスタットという太陽観測装置が収容されている。

これらのうち,反射望遠鏡の 1台 と天頂儀 ,子午

儀は,天文学教室がその昔麻布飯倉にあった頃か

らのもので,従 って,3号 館 の第一期工事完成

(昭 和35年 )と ともに直径 5π ドームとカマボコ

型観測棟はその屋上にいち早 く姿を見せたのであ

る。当時の弥生キャンパスには,建物 といえばこ

の第一期 3号館 と,今はないが地球物理学教室の

平屋木造家屋 しかなかったので,それは広々とし

ていた。それに当然のことながら,で きあがった

ばかりの 5π ドームは陽光を沿びて赤銅色に映え

ていたわけで,訪問客の目印以上の,な かなかの

眺めであった。

3号館は第四期工事 (昭和44年 )で現在の大 き

さになったので,第一期工事の直後では現在の東

側の 1/3で あり,そ の時点で建造 された ドーム

等は今から見ると3号館の東端に著 しく片寄 って

いることになる。もちろん不都合は何 もない。そ

れよりも,よ く尋ねられるのは,東京の空で一体

何が観測できるのですか,と いう質問である。

実際 ,公害 (エ ア・ ポルーション)と光害の相

乗効果で,東京の夜空は晴れていても,肉眼では

3等星も見え難いことは確かだ。 しかし天体観測

と一口に言っても,も ちろん望遠鏡を星に向ける

ことは共通だが ,そ の目的とするところは多様で

あって,夜空の明るさがひどく妨げになるもの と,

その程度の少いものとがある。この辺のことをも

う少 し述べることに しよう。

天体観測は大別 して星の位置の観測と,星の明

るさの観測 と,星のスペク トルの観測の 3種 とな

る。そ して夜空の明るさが最も影響するのは星の

明るさの観測である。しかし星の測光は何といっ

ても天体観測の基本であって,天文台ならぬ天文

学教室 としては学生実習用に欠 くことができない。

麻布から持って来たというのは,こ の目的のため

の口径40伽の反射望遠鏡であって,前述の 5π ド

ームはこれを収容するために建造 されたものであ

る。

人間の瞳の直径は暗いところでは 0.7卸 くらい

になる。これと40mの 対物鏡を比べると後者は約

3,300倍 の面積をもつか ら,つ まり肉眼の 3,300

倍の集光力をもち,た とえ肉眼では 2等星 しか見

えない東京の夜空であっても11等星 まで見える理

屈 となる。全天で, 2等星も含めてそれより明る

い星の数は88個 , 6等 星 (も 含めてそれ)よ り明

るい星の数は 8,600個 ,11等星より明るい星の数

は 140万個である。一時に見える星の数はこれ ら

の約半数でそれぞれ40個 ,4,300個 ,70万個とな

る。ゆえに理想的な星夜 (無公害,無光害 ,無月

夜)で も肉眼で見える星の数は 4,300個 どまりで

このとき我 々は夜空が星々で埋まっているように

感 じ,星の数は砂の真砂 と共に数の多いものの代

表 とされてきた。いわんや70万個 ともなれば……。

これは40m対物鏡の偉力であり,東京の空でも観

測対象天体に困ることは決 してない。

もっとも,望遠鏡で星を見るといっても,眼 を

当てがうのはガイ ド望遠鏡の方であって,40卸鏡

本体は集光器として使われる。測光器は光電子増
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